
 

 

 

 
 

一年の計は元旦にあり 

校長 大曽根 実 

 新しい年となりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

学校は４月から始まり３月に終えるというサイクルですが、この１月も、「年の初め」という大

変大きな「節目」の一つです。「一年の計は元旦にあり」といわれるように、その一年の「目標」

を立ててみる大きな機会です。元旦（１月１日の朝）に考えられなくても、少し時間をかけてで

も、「どんな自分でありたいか」を考えるよい機会だと思います。学校では、学習の中でも、生活

の中でも、日々「振り返り」を繰り返しています。学習課題に対してだったり、学校行事や児童

会活動のスローガンに対してだったり、常に「振り返り」を重ねてきています。目標に対して、

自分（自分たちや友達）がどのように取り組んできたか、何ができるようになったか、どうすれ

ばよかったなどを真剣に考える活動です。「主体的に学ぶ」上で、大変重要な活動です。本校で

は、毎日の授業ではもちろん、全校単位の集会等でも、この「振り返り」を行っています。全校

の前で手を挙げて、「振り返り」を発表することを多くの子が経験しています。一朝一夕にできる

ことではありません。向丘小学校が積み重ねてきた大きな成果の一つです。 

上の写真は、まさに元旦に撮ったものです。向ヶ丘遊園センチュリータウンから見た向丘小学

校越しの初日の出です。今年もきれいに見えました。今年の干支は巳（み）、脱皮を繰り返し大き

くなる蛇のように、変化を恐れず、新しいことにもチャレンジする一年にできればと思います。 
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